
修正対照表の作成について
（ご提出の際はこのページは削除してください）
・主査・副査それぞれの指摘に対して一つ一つ回答を記載するとともに、該当箇所の修正前・修正後の内容がわかるよう、必要な情報を記載してください。
・審査コメント冒頭の総評の部分にも修正を求める記述がある場合がありますので、そのような場合は、総評の部分に対しても回答・修正の記載をしてください。
・ここでは(a)指摘毎に回答と修正箇所を示す形式 (2～3ページ)と(b)指摘への回答と修正箇所をそれぞれ別にまとめる形式 (4～6ページ)の2つを例示していますが、必ずしもこの様式通りである必要はありません。本学会以外にも修正対照表の見本を公開している学会はありますので、それらの様式も参考にしていただいて構いません。
【主査の先生から頂いたご指摘への回答】

１：P●L●に記載されているコミュニティ意識尺度について、引用元の文献を記載してください。
　⇒　（著者からの回答を記載）
	修正前
	修正後

	・P●L●
コミュニティ意識尺度を使用した
・P●L●＜加筆＞

	・P●L●
コミュニティ意識尺度 (石盛, 2013)を使用した
・P●L●＜加筆＞
石盛 真徳・岡本 卓也・加藤 潤三 (2013). コミュニティ意識尺度（短縮版）の開発　実験社会心理学研究, 53(1), 22-29. https://doi.org/10.2130/jjesp.1113



２：●●●●●●●●

　⇒　●●●●●●●●●
	修正前
	修正後

	・P●L●
●●●●

	・P●L●
●●●●


【副査の先生から頂いたご指摘への回答】

１：●●●●●●●●

　⇒　●●●●●●●●●
	修正前
	修正後

	・P●L●
●●●●

	・P●L●
●●●●


２：●●●●●●●●

　⇒　●●●●●●●●●
	修正前
	修正後

	・P●L●
●●●●

	・P●L●
●●●●


【主査の先生から頂いたご指摘への回答】

１：P●L●に記載されているコミュニティ意識尺度について、引用元の文献を記載してください。

　⇒　●●●●●●●●● (修正対照表の１，３）
　　
２：●●●●●●●●

　⇒　●●●●●●●●● (修正対照表の●）

【副査の先生から頂いたご指摘への回答】

１：●●●●●●●●

　⇒　●●●●●●●●●(修正対照表の●）
２：●●●●●●●●

　⇒　●●●●●●●●●(修正対照表の●）
【修正対照表】

	
	修正前
	修正後

	1
	・P●L●＜主査－１＞
コミュニティ意識尺度を使用した


	・P●L●
コミュニティ意識尺度 (石盛, 2013)を使用した


	2
	・P●L●＜●●－●＞
●●●●●●●


	・P●L●
●●●●●●●



	3
	・P●L●＜主査－１＞＜加筆＞

	・P●L●＜加筆＞
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原稿作成の際は、赤字の部分は削除してご使用ください





指摘毎に回答と


修正箇所を示す形式





指摘への回答と修正箇所を


それぞれ別にまとめる形式





各回答に対応する修正内容がわかるよう、修正対照表上の通し番号との対応を記載してください。





修正対照表は、ページ順に修正内容を並べ、通し番号を記載してください。また＜主査－１＞のように、どの指摘と対応する内容なのかを明記してください。
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